
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

ダンプ組織づくり始まる 

ダンプの組織づくりが始まる当時は、貞光町に労災職業病患者組織の紹介で６名の組合員

が労災加入のメリットで組織されていました。Ｍ組とＹ産業の専属ダンプでした。 

１９８７年４月、中央オルグとして佐野を雇い入れダンプの組織づくりが始まりました。 

同年４月２９日、ダンプ・タクシー分会・運送分会を合わせた運輸部を発足させ、ダンプ

の組織づくりを本格的に進める会議を持ち、組織づくりが始まりました。 

 

同年５月１０日、機関紙ハンドル創刊号を出す 

〝ハンドル〟それは運輸労働者が毎日、額に汗して働く姿。その中で一番愛着を感じ、車

を右へ動かすも、左に動かすもハンドル、それを動かす労働者にかかっています。そこで、

運輸部の機関紙の名称を〝ハンドル〟と名付けることにしました。      島本 勝次 

 

関東ダンプへ研修 

１９８７年５月、全国ダンプ対策会議が中央本部会議室で２日間の日程で開かれました。

会議が終わった後、千葉県利根川の砂山、茨城県の合材プラント、砕石山の見学をし、夕方

より茨城ダンプの仲間とラーメンを食べながらの交流会を行いました。会議、研修と４日間、

はじめての経験ばかりで大変勉強になりました。              佐野 誉 

 

免許証を守る学習会 

１９８７年１１月、８８年６月、道路交通法の心得と題し

て免許証を守る学習を開きました。 

ダンプの職場は道路です。関東ダンプでは、過積載、交通

事故があれば、仲間が集まり現場検証を行い、ダンプの過失

など問題点を探り警察への要請、保険会社への対応など免許

証を守る道路民主化運動を進めています。 

 

５０名突破 

１９８８年９月、組合員５０名を突破しました。 

ダンプ担当オルグ佐野は、自宅阿南市から徳島市へ下宿して夜のオルグ活動に専念しました。 

 

ダンプは大変 

 私は、月に何度か佐野オルグと一緒に同行し活動しています。そんな中感じたことは、一



 

 

 

見年何百万円という水揚げがあり「ダンプの人はいいなあ！」と思っていましたが、自宅に

行って話を聞いてみると、車の償却費、タイヤ代、修理代と莫大なお金が掛かり、生活は厳

しく、大変だと思いました。・・・・ダンプの仲間と共に頑張りたいと思います。 

島本勝次 

 

ダンプ労災事故で死亡 

同年１１月１７日、貞光町でアスコンガラを廃棄場に運搬中のＫさん(53 歳)が、ダンプの

左前輪がパンクし、ハンドルをとられ約３０メートル下の貞光川へ転落し亡くなりました。

労災加入していたので遺族請求を行い、遺族には遺族特別支給金 300 万円、葬祭料 60 万円

が支給されました。また毎年、年金１９３万円が支給されています。 

 

徳島県下初 ダンプ組合旗揚げ 

１９８９年１月４日午後４時、ホテル千秋閣で組合員

８０名のうち２０名が参加してダンプ分会、結成総会を

開きました。 

結成総会終了後、新年会で団結を深めました。 

 

１００名突破 

１９８９年７月、組合員１００名突破しました。また、７月２３日に組合員１６名が参加

して徳島ダンプの役員体制を決めました。 

 

全国ダンプ５０００人突破記念集会 

１９８９年７月、全国ダンプ交流集会が栃木県那須温泉

で開かれました。徳島ダンプを代表して、米田さん、笠井

さん、佐野が参加しました。参加費用として４８名の仲間

よりカンパをいただきました。 

 

安全宣言プレート 

１９８９年１１月、ダンプ組合は仲間の交通安全意識を

高め、安全運転を宣言、組合員の団結をはかり、仲間同士

の助け合い、四国規模での組織づくりをめざし「安全宣言

プレート」をつくりました。８５名が購入し、ダンプのダ

ッシュボードに掲げています。 

５千人突破・第１回交流集会 

結成総会 



 

 

１１１０名・事故不起訴署名集まる 

１９９０年３月、交通事故で検察庁の取り調べを受けているＨ

さん、過失がないことを訴えましたが、検察庁は聞き入れてくれ

ません。組合では不起訴署名を組合員などに協力してもらい１１

１０名集め、検察庁へ提出しました。 

 

県土木部長通達だす 

１９９０年１２月、徳島土木部とダンプの単価改善について交渉しました。組合よりダン

プ支部から米田委員長他４名、徳島支部より３名、県は土木部監理課長、企画監、主幹、建

設指導係長、労政訓練課長補佐が出席しました。交渉の中で土木部長通達を出すと回答を引

き出しました。通達の中身は、ダンプトラック等による過積載の防止の表題で、☆過積載を

しない。☆過積載を行っている業者から資材を購入しない。☆過積載を防止するため、ダン

プの利益を不当に害さない。との文書を出させました。 

 

単価改定文２４００社へ郵送、 

県・経営審査でダンプ単価指導、２０００円単価引上げ  

 

１９９１年３月、建設業協会が組合からの単価改定文(土木部管理課了解)を建設業者２４

００社に配布してくれました。必ず読んでもらうために、封筒の表には県土木部の了承を得

て『徳島県土木部管理課との重要協議事項』のスタンプ印を押して提出しました。また、部

長通達の徹底を図るため、９１年６月１０日から１４日にかけ指名業者２４００社を呼出し

経営審査の中で県は「ダンプの積算単価が、支払われるときは４割になっている。ダンプの

利益を不当に害することのないように、適正な単価を支払うように」と指導しました。 

このような動きの中で、数十年来値上げがなかったダンプの単価が１日常用２,０００円

上がり、３２,０００円になりました。 

 

徳島県ダンプ協同組合を設立 

１９９１年１月、ダンプ規制法に基づいたダンプの協業化促

進のため協同組合つくりを始めました。県、建設省交渉では協

業化(３分の１組織)すればダンプの使用促進、援助を行うなどの

話し合いがもたれました。 

目的は、組合員の経済活動を促進し、経営の合理化及び経済

的地位の向上。 

事業は、安全輸送の教育、過当競争の防止、共同購入(タイヤ・



 

オイル・燃料)、ガソリンスタンドではダンプの洗車を嫌うので共同利用施設(洗車機・洗車

場)、共同受注、プレートの発行、労働保険の取り扱い、ダンプの分離発注をめざすもので

す。 

名称は、仮称徳島県ダンプ協同組合でしたが、中央会が努力してくれ、最終的に名称は、

徳島県ダンプ建材業協同組合になりました。 

 

県警本部・交通機動隊へ要請、警察との闘い 

１９９１年６月、ダンプＴさんが過積載の取調べに中、交通機動隊に

逮捕されるという事件がありた。組合は、徳島県警察本部及び交通機動

隊に不当逮捕の要請行動を仲間１３名で行いました。 

 逮捕の要件は、①住所、氏名があきらかでない。②証拠隠滅のおそれ

がある。③逃亡の恐れがある。この理由でなければ逮捕できないとなっ

ています。 

しかし、今回Ｔさんの場合は、交通機動隊員に免許証及び車検証を渡

し、住所・氏名は明らかです。ダンプには荷が積んだ状

態で交通機動隊員数名がおり証拠を隠すことはできま

せん。Ｔさんの横には数名の交通機動隊員が常におり、

本人は堂々と対応していました。逃亡の恐れはありませ

ん。以上の内容から今回の逮捕事件は、ダンプだけ取締

り、言いなりにならないＴさんを見せしめに逮捕したも

のです。(佐野が駆け付けた時、目の前で強制捜査のため

逮捕すると交通機動隊員がTさんを連れて行きました。) 

 ダンプの過積載は、請負業者が荷をたくさん積むこと

でもうけを出すことに問題があります。ダンプは１日い

くらの常用単価で働いているため荷が多い少ないで単価に影響はありません。 

 不当逮捕(強制捜査で逮捕はできない)に対する抗議と、過積載をなくすには、荷の背後責

任を徹底し、両罰規定を適用するよう要請しました。 

 

阿南警察へ要請 

１９９１年８月、ダンプの車検問題で、組合員のダンプを取

り調べに持って帰った阿南警察に早急に返還するよう求めまし

た。今回の事件は、ペーパー車検を本人が自動車会社に依頼し

たかどうかにありました。しかし、ダンプを長期にわたり返さ

ないのは本人及び家族の生活を奪うことになります。 

組合は、『生活権』などを訴えて要請しました。 

 

県警本部へ要請行動 



 

 

健康診断を実施 

１９９１年９月、ダンプは身体が資本です。組合員の健康管理のため徳島健生病院とタイ

アップして健康診断を行いました。 

 

２００名の徳島ダンプめざし、全国１万人へ 推進委員登録を！ 

１９９１年９月、「９２年７月の１万人突破記念集会」を

成功さすため推進委員の登録をはじめることになりました。

今回の拡大は、『みんなで行動・みんなで拡大』する立場で、

何らかの行動を起こし。組合員半数の拡大推進委員の登録を

します。推進委員には、登録証及びテレホンカードが進呈さ

れました。 

 

県ダンプ単価を調査し指導 

１９９２年４月、徳島県土木部監理課は、県下の指名業者２０４６社に対しダンプの１日

の常用単価を調査しました。この調査は、組合が『末端ダンプは３万円しかもらっていない』

県は原価割れの状態を把握し、適正な金額を支払わせるよう指導せよとの要請に、すべての

市町村で調査させたものです。 

指名業者から支払われた単価は、平均で徳島市３３０００円、阿南市３２０００円、木頭

村３４０００円、板野町３３０００円、池田町３４０００円でした。 

 

初の徳島ダンプデモ３９台参加 

１９９２年５月、交通安全と「過積載をしなくても生活できる賃金を」訴えて全国統一ダ

ンプデモを実施しました。徳島県では初めてのダンプデモ。迫力満点のアピールに、ドライ

バーや道行く人も目を奪われてい

ました。この日、全国では一八都道

府県で八〇〇台がダンプデモに参

加、要求実現と団結しめしました。 

林委員長 隊列を組みながら走るダンプ 



 ダンプデモ参加車両 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

 

第２回全国ダンプ交流集会 

１９９２年７月５日～６日群馬県水上観光会館

で、第２回全国ダンプ交流集会が開かれました。参

加者は、３０県、５３３人の参加で徳島ダンプから

は７名が参加しました。 

全国３６都道府県にダンプの組織ができ、９千人

の組織に発展しました。『車持ちダンプ労働者』と

して、労働者性確立と権利を守る闘いが前進した事。

経済闘争でも、単価引上げの要求前進が報告確認さ

れました。 

≪ 参加者の声 ≫ その後、婦人部結成へ 

「過積載に捕まったときのコント劇がよかった」「白ナン

バーは違法でないことがわかった」「かわいい彼女と愛が実

りかけ・・・」「滋賀の２０周年に婦人部をつくり参加する」 

徳島ダンプ婦人部づくりは、交流集会参加後、阿南市山口

町えもとで女性数名が集まり婦人部の運動について話し合

い、婦人部長の確認、もっと多くの参加者で婦人部を増やし

ていこうと意志統一しました。 

 

白ナンバーダンプ白トラ行為で書類送検 

１９９３年９月、県警交通指導課と牟岐署は、ダンプ運転手が運送業の許可を受けずに自

家用ダンプで砕石現場から建材店までバラスを運び賃金を得たとして、貨物自動車運送事業

法、道交法違反の疑いでダンプ運転手１３名と建材業者を書類送検しました。 

相談を受けた組合は９４年１月１９日徳島陸運支局、２０日高知陸運支局及び四国運輸局

に対し不処分要請を行いました。また、牟岐警察、

阿南検察庁へは『ダンプは車持ち労働者』であるこ

と、ダンプの持ち込みという形式以外は、雇用労働

者と同じであると不起訴要請を訴えました。 

全国の仲間とともに闘い不起訴を勝ち取りました。 

 

 

四県の陸運支局から『ダンプ持ち労働者』との書付を取る 

１９９４年５月、運輸省自動車交通運輸局トラック事業適正化対策室と全国ダンプ部会が

交渉し、ナンバー問題について①白ナンバーが違法かどうかはケースバイケースでの判断で

あり、白ナンバー＝違法でない。②規制緩和の時代であり、白ナンバーでの処分を積極的に

滋賀婦人部と交流 

第２回交流集会参加者 



 

 

 

行う考えはない。③『ダンプ持ち労働者』ということ

であれば、堂々と仕事を続けてほしい。との回答を引

き出しました。 

これをうけて組合では、９７年５月愛媛陸運支局を

かわきり(文書を活用し、愛媛ダンプ組合員職場復帰)

に同年７月徳島陸運支局、９８年１月香川陸運支局、

同年１月高知陸運支局と次々交渉し、①～③の文書に

趣旨は同じと支局長名等で署名捺印させました。 

 

丸岡さん採用 

１９９７年８月、丸岡昭さん採用しました。民青(青年運動)を卒業

して１年「生きがいのある仕事がしたいと」と建設一般に飛び込んで

きた。３４歳まで民青の活動家、長年勤めた地元大企業の職をすて世

なおしの建設一般に人生をかけた。   平田敏行(新人紹介文より) 

 

池田国道維持出張所白ダンプ排除撤回 

１９９７年９月、池田の道路建設現場で白ダンプという事で、仕事を排除されたと組合員

から連絡をありました。早速、池田国道維持出張所に抗議に行きました。池田国道維持出張

所は、ダンプの背番号○建はいいが○販は、販売業者なので建設現場で土砂を運搬すること

はできないと回答。組合から背番号は交通安全対策、労働者性を説明。また、建設省、運輸

局の見解を示し白ナンバー排除を撤回させました。 

 

ダンプ後援会結成 

１９９８年５月、ホテル千秋閣で建設一般徳島ダンプ後援会を結成しました。ダンプか

ら「仕事は月に１０日ぐらい、夏

場は２～３日しかないどうにかし

て」「ダンプが安心し生活できるよ

うにならないか」など要望が出た

後、労働者後援会見田事務局長、

山田県議より「今の生活をよくし

ていくために参議院選挙で勝利し

ようと」訴えがありました。全員

から選挙カンパを受け、事務局長

丸岡さんを選出しました。 

 

労働者後援会結成 

署名した書付文書 



 

 

 

春の拡大月間 

四国ダンプ協議会は、『四国は１つ』を合言葉に拡大、諸

要求に協力してきました。去年１月より愛媛ダンプに担当

者を配置し、徳島、香川、愛媛とそれぞれ担当者ができま

した。３月～４月、春の拡大月間です。徳島ダンプは、拡

大対象者の紹介者にタレゴム、20L オイル S－３を贈呈し

仲間の紹介を訴えました。 

 

３００名突破 

１９９８年７月、組合員現勢で３００名突破しました。 

ダンプの組織を香川でさらに広げ、続いて愛媛・高知と広げ、四国ダンプ協議会を発足さ

せよう。 

 

四国ダンプ学習・交流集会開く 

１９９８年７月２６日、香川県の

湯元塩江温泉ではじめて、四国ダン

プ協議会の学習交流集会を開きま

した。徳島、香川、愛媛の仲間１８

名が参加しました。本部の杉山さん

を講師に「ダンプ労働者の要求闘争、

権利拡大の前進、２６年間の闘争を

振り返って」と題して学習を行いま

した。また「組合は、過積載根絶、右折事故防止等で交通安全で多大な貢献をしてきた。公

共工事での使用促進は当然。ここに確信を持っ

て組合活動を行ってほしい」と組合が勝ち取っ

てきた成果を報告。学習会後は、交流をかねて

昼食会を行いました。 

 

高知県、白排除撤回し職場復帰する 

１９９８年９月９日、高知県中村市のダンプ

から「土佐清水市の工事で、運送会社から白ナ

ンバーダンプ走っている違法だと」市に投書が

あり仕事から排除されと連絡を受けました。     

組合では１４日、四国地建高知事務所、高知

四国のなかま集まる 



 

 

県土木部へ要請に行きました。２０日～２１日は６時間かけ建設省中村工事事務所、県中村

土木事務所、県宿毛土木事務所、土佐清水市農林水産課へ要請。各所ともナンバー問題を理

解し、その場で元請に連絡を取り、次の日から現場に復帰することができました。 

今回の白排除の原因は、県が３年前に出した指導事項(緑ナンバー優先使用文書)が、いま

だに改善されなくて文書はなくなったが各土木事務所が口頭で指導していたのが原因でし

た。同年１０月、高知県で白ダンプの使用できるについて周知徹底文を出させました。 

 

香川陸運支局・白トラ文書撤回する 

１９９９年７月、香川陸運支局はダンプ・ミキサーが

白トラ行為だとの文書を、香川県、生コン協同組合、建

設業会等へ出しました。これは、香川県下で高速道路の

整備が進められている工事を緑ナンバーの会社が仕事

にありつくため投書し、香川陸運支局がそれに応えて出

したものでした。 

組合は、ダンプは違法な白トラ行為でないと香川県、

生コン協同組合などへ説明に回りました。香川陸運支局

に対しては徹底した抗議行動を起こし、謝罪と文書の撤

回をもとめました。香川陸運支局は提出先すべてに、文

書の破棄を求める文書を出しました。 

 

職歴提出で建退共添付を約束 

２００２年２月、組合は建設業界県外協議会の会長と副会長に会い、ダンプの建設業退職

金制度について合意しました。①元請・下請業者が末端業者に証紙が行き渡るよう指導。②

ダンプを使う末端の業者が証紙を添付するよう指導。③ダンプ組合から職歴(日報)を提出し、

証紙の払出請求があれば手続きに応じる事。また、組合が業者に証紙をもらいに行きトラブ

ル・問題があれば業者を指導する。 

組合員のみなさん、職歴を組合まで送ってください。業者ごとに整理し証紙をもらいに

行きます。 

 

軽油取引税暫定措置廃止し、 

７円８０銭値下げを！！ 

２００２年６月、建交労は軽油取引税のうち暫定措

置の増額として５年間の時限立法として決められ、今

回で３度目の延長がなされようとしています。１リッ



 

 

ターあたり７円８０銭の廃止をもとめて署名等の活動を強化します。トラック業界あげての

運動です。私たちダンプも全力を注ぎ、業者への署名活動に１軒１軒廻っていきました。 

 

企業組合で運送許可収得 

２００２年末頃から、徳島県警交通指導課と市場警察は、生コンの白トラ行為で県南、北

東部の生コン協同組合をまわり、ミキサー車が仕事に来ているかなど事情聴取を行いました。

その結果、各生コン協同組合各社は白ナンバーのミキサー車使用を取りやめました。ミキサ

ー車の組合員は、このままでは生活できない廃業してしまうと組合に相談があり、何度も会

議を開き検討した結果、営業ナンバーを取ろうという結論になり。０３年１月、企業組合で

運送許可をとりました。その後、阿南のダンプへと広まりました。 

 

違法白トラ生コン運搬徳新で報道・全員不起訴 

２００３年３月、徳島空港拡張工事で白ナンバーのミキサー車が動いているとの投書等

があり、徳島県警交通指導課と同高速隊、市場警察の合同捜査班は、貨物自動車運送法違反

の疑いで生コン５名を書類送

検(署名捺印)しました。 

組合は、生コン業界の実態、

ミキサー車の労働実態、仕事

の依頼、業務遂行上での労働、

拘束性、代替え性、賃金額か

ら労働者そのものといえる事

を検察庁へ要請しました。長

い闘いでしたが、同年１２月

１日５名全員の不起訴を全員が勝ち取りました。 

 

企業組合で収集運搬業を取る 

収集運搬の許可は、車両の借上げ書があれば収得できましたが０２年４月ごろから県の指

導が厳しくなり(変更)収得できなくなりました。 

２００３年５月、組合では県環境整備課と話し合い、企業組合ライフ・ワークで許可を

収得し運転手として働く道を切り開きました。 

 

福井トンネル工事で初の就労闘争・白排除くつがえす 

２００４年１１月、元請の大林組と５月から交渉していた福井トン

ネル工事で就労することができました。 



 

 

この工事は、仕事が出る前から白ダンプは使用できないと言われていました。このことを

重く受け止め組合では、白ナンバーが違法でないこと、交通安全団体の組合を使用促進する

指導文書を示し就労に結び付けました。単価は、１日あたり３万４千円プラス消費税と建退

共で、市場の白ダンプより１日の単価は高くなりました。問題点は、使用促進運動で目標と

されている単価(４万円)でとることはできませんでした。しかし、一部で地場単価に影響を

与えることができ、白ナンバーでも就労すること、ダンプに建退共を貼らせることができた

闘争でした。他のトンネル工事でも白ナンバーダンプで就労することができ、影響を与える

ことができました。 

 

平和のダンプ・ミキサーデモ 

２００５年３月２０日、イラク戦争から２年、

もう戦争はいらない、世界の人々とともに。平和

のための「ワールドアクション徳島」が行われま

した。組合としてもこの集会を成功させようと、

ダンプ１８台、ミキサー８台、宣伝カー４台合計

３０台でデモを行い参加しました。藍場浜公園か

らのピースウオーク(人のデモ)と途中合流し、共

に平和を訴えました。 

 

市の入札に参加・１日４万円以上 

２００５年４月、徳島市が発生する一般廃棄物を運送する入札がありました。入札説明会

では、通常のダンプは荷を下ろす時リヤーゲートに荷が引っ掛かるので使用できない。ベッ

セル式ダンプでないとだめと言われました。組合では、ダンプ規制法を検討し、徳島陸運支



 

 

局とリヤーゲートを外した状態での走行は可能だと確認。徳島市へそのことを伝え、安全走

行のためリヤーゲートにチェーンをクロスにかけ走行することを説明。通常のダンプでも入

札する道を開くことができ、見事落札５月より就労しました。最初は説明よりも荷が軽く１

日３万円を切る単価でしたが、入札条件が違うということで市と話し合い、トン単価を見直

してもらい、４万円以上で１年間就労できました。 

 

不払い全額回収・車持ちダンプ労働者認め 

２０１１年７月、県内大手であったＹ建設が倒産し、

６月分の賃金がもらえていないと組合員より相談があり

ました。 

組合では解決に向けて検討、①建設業法での下請倒産

した場合の元請受け立て替え払い請求については、工事

を調べた結果、元請工事だけなので制度利用できない。

②雇用保険を財源として支払わられる未払い賃金の立て替え払い制度の活用を検討。この制

度の活用は、ダンプを労働者と認めらせることができるかどうかがカギでした。組合は、元

請会社の管財人とダンプの実態、労働者性を訴えました。また、監督署交渉を行い、国への

直接請求ができるかを要請しました。倒産会社からも応援してもらい９月に全額回収するこ

とができました。 

 

国交省那賀川「白排除」しないよう！職員に徹底指導 

２０１２年９月中旬、組合員より連絡があり「国交省那賀川事務所の現場で、技術課の人

３～４人が、元請に対し『現場で白ナンバーを見た。いかがなもんですか』と言いに行き。

それが現場で問題になっている。「白ナンバーでも大丈夫と、説明して」との事でした。 

 早速、事務の副所長に連絡し「白ナンバーが現場に入っても何の問題もない。組合は、使

用促進団体。優先して使うのがあたりまえ」「現場では、ちょっとした言いまわしが白排除

につながる。もっと気をつけてもらいたい」と要請しました。 

 副所長は「白ナンバーを排除するような指導はしていない、すぐに撤回させる」と回答。  

 また、組合から「二度こうしたこ

とがないよう、講習会を開いて職員

を指導してもらいたい」と要請し副

所長に約束させ、職員にナンバー問

題を徹底させました。 

  後日、組合員に聞くと、副所長よ

り、元請に連絡が入り、何の問題も

なかったとのことでした。 

 



 

 

建退共ステッカーをダンプに提示し、加入をアピールしよう！！ 

２０１３年９月、建退共ステッカーを作成しまし

た。建設業退職金制度は建設現場で働く人のために

国が作った制度です。しかし、ダンプには建退共証

紙は貼られていません。 

ダンプキャラバン等で行政は、ダンプに建退共制度

を徹底していると回答しています。組合では、『建退

共に加入しています。』のステッカーをダンプのダッ

シュボードにかかげ、アピールをすることにしてい

ます。ぜひ活用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初代ダンプ委員長 米田 典晃 

 全日自労建設一般労働組合第１回全国ダンプ交流集会で、

栃木県那須高原のロイヤルホテルでの集会の中で、どこの支

部の人だったかわからないが誇らしく運賃の値上げを勝ち取

ったと語っていた姿が今も私の心の中に残っています。 

私達もじっとして居た分けでなく、共産党の県議で服部先

生はじめ党のみなさんと建設省に赴き所長さんに会い、ダン

プの実状を訴えると所長さんも分かってくれてダンプの運賃

は三万二千円する事と白ナンバーであっても青と同じ運搬を

しても良いと言うことを認められました。この時の所長さん

の寛大な処置に心より感謝しています。 

これも皆が団結したから勝ち取れたのです。 

また、悪い事が残りました。ダンプの中の親です。会社のピンハネが無ければ親がピンハ

ネするこの悪い習慣をなくさなくてはダンプの明日はない。 

これからも仲間の皆が団結しなくては私たちの夢も喜びもない。 

 
 



歴代委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私の２５年間を振り返って 野々瀬 誉 

私が労働組合に係わるきっかけは、高校卒業後徳島ダイハツに入社して先輩から「組合を

作るので仲間にならないか」が出発点になります。３年後、委員長に祭り上げられ会社で労

働組合を旗揚げ。会社は第２労働組合をつくり、私たちの組合はつぶされました。 

１９８７年４月、全日自労徳島支部(ダンプ組合の県上部団体)がダンプの専従者を探して

いると友人から声をかけられダンプの専従になりました。 

組合に入っての１ケ月間は、県議選挙があったので政党カーの運転手。(朝から夜まで大

変でした)２ヶ月目から本格的なオルグ (組合員を増やす) 活動を開始しました。 

給料は、月給１５万円で入りましたが、いつの間にか日給４千円の日雇いに変わっていま

した。家のローン６万円、たばこ代でお金はすべて使い切り。夜訪問した時、組合員宅で食

事が出るとありがたかった。このころ大切な人が去っていきました。 

８８年夏、仕事は毎日オルグで夜中、私生活もいろいろあり、ついに家を出て市内の友人

宅で下宿生活、組合活動に集中しました。 

財政が厳しいとき、古紙回収を始めました。各団体をまわり新聞を集めて古紙回収会社へ。

伝票をもらい市へ補助金を請求。(あまりもうからなかったし汚い仕事でした) 

 ８９年、ダンプ組合員８０人で支部組合を結成。 

 ９０年、どうにか見合いで結婚。佐野から野々瀬へ。やっと採用時の月給になりました。 

 
   

  
  



 

 

 ９１年、長男誕生、慢性疾患で徳大病院での入院生活(妻は病

院で別居生活)。その後も通院、検査入院の繰り返し。 

９３年、白トラ行為の闘いは警察との闘いでした。この闘い

は、警察で容疑を認め署名捺印してからの闘争でしたから警察

への要請行動は大変でした。その後もナンバー問題はいろいろ

な形で出てきました。その都度徹底して闘ったことが、今日ま

で徳島県で白ナンバーが働くことができた結果につながってい

ます。四国の他県では、営業車が多数で一人親方は少数です。 

９７年、丸岡さん入社。彼についてはこの場で書き尽くせない酒のエピソードがあります。 

いつか特集を組みお知らせしたいと考えています。 

全体を振り返って、正直「自分ではむりだ。やめたい・やめたい」の毎日でした。今日が

んばったら明日やめようの気持ちがこんにちまでつづく結果になりました。 

また全国的な役割として、徳島ダンプは、各県の研修員もたくさん受け入れました。四国、

九州、中国、近畿、東海、関東、東北と多くの新人が学習と経験を積んで帰っていきました。 

ダンプの労働者性(白トラ排除行為)、地位向上はまだまだです。組合員の相談毎は、自分

のことと考え全力を尽くしたいと思います。 

 

ダンプ組合の専従になって  丸岡 昭 

私が組合に入ったのは、高校卒業後、地元の山陽国策パル

プ（現在日本製紙）に入社し１６年目に入ったころでした。

以前から知り合いだった佐野さんに「ダンプ組合を一緒にや

らないか」と誘われ、色々悩みましたが組合の専従になるこ

とを決意しました。３４歳でした。結婚し家を建てていたこ

ろなのに、パルプ時代の手取り３０万円以上から月給１８万

５千円と減りました。 

 組合に入ってからの活動の中心はオルグでした。まだ組合

に入っていない人の名簿で住宅地図にしるしを付け、夕方から夜にかけ自宅へ訪問しました。

徳島では「ダンプ協会」の名前が通っていましたが、１度や２度の訪問ではなかなか入って

くれません。それでも未加入の人の要求や仕事のつながりなどを知るため訪問活動を続けま

した。 

 ナンバー問題では、徳島だけでなく高知県・香川県の国の出先機関、県庁と交渉し白ナン

バーでもＯＫだと説明し現場復帰を勝ち取ってきました。 

 高知県宿毛の組合員から「今までは、白ナンバーと言うことで、目立たないように山道ば

かり走ってきたが、これからは堂々と国道が走れる」と話していたときの顔は、今でも忘れ

ません。 

 愛媛・香川とダンプの担当者がいなくなった今、徳島が四国全体の担当となりました。そ

うはいっても２人ですが、できる限り直接会って話をしたいと思っています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒７７０－８００１ 

徳島市津田海岸町８番２７号 

全日本建設交運一般労働組合 

徳島ダンプ支部 

TEL０８８－６６３－２５００ 

FAX０８８－６６３－７７０６ 

E ﾒｰﾙ ctgtokushima@kyj.biglobe.ne.jp 
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